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経時曝露データにおける Critical windows 推定⼿法としての分布ラグモデル 
 

経時曝露を⽤いる研究では、Critical windows の推定が関⼼の⼀つであるが、⽤いる⼿法
によって曝露効果の推定値や、推定された Critical windows が異なる可能性がある。Critical 
windows とは曝露とアウトカムの関連が強くなる期間のことであり、例えば⺟親の⼤気汚
染を曝露とし、⼦供の健康をアウトカムとするような研究で Critical windows の推定がなさ
れる。 

⼤気汚染曝露についての研究では、分布ラグモデル( Distributed Lag Model ; DLM )と呼
ばれるモデルを⽤いて経時的な曝露と⼀つのアウトカムの関連を推定することがある。
DLM はもともと経済学の分野で Almon S により提案され、疫学分野へ導⼊されたのち、
Schwartz J らによって経時曝露に対するDLM と共変量に対する⼀般化加法モデルを組み合
わせる拡張がなされた。その後 Zanobetti A らによって DLM の平滑化が提案され、今⽇で
は Critical windows の推定⼿法の⼀つとして使⽤されている。 

本抄読会では Almon の提案した DLM および Schwartz ら、Zanobetti らによるモデルの
拡張について紹介する。 
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